
   ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　 　
   ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　　

VOL.49
2019 年 9 月1日号　

〈連絡先〉
　日本共産党
　山科区生活相談所　
　山科区西野大手先 8-8
　☎ 595-8342

　　　　─いのち、くらし、平和が大事！─
日本共産党京都市議会議員

　　　　   	山本 陽子 活動ニュース

　　　　　

ヨ
ー
コ
の

 

マ
マ
チ
ャ
リ
子
育
て
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記

　　

  

夏
休
み　

そ
れ
ぞ
れ
の
成
長

　　
「
学
童
で
、
ふ
ざ
け
な
い
で
、
ち
ゃ
ん
と
座
っ
て
お
や
つ

食
べ
た
」
と
、
大
真
面
目
で
報
告
し
て
く
れ
た
息
子
く
ん
。

　

実
は
こ
の
夏
、
彼
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
お
風
呂
に
入
っ
て
い
る
と
き
に
突
如
と
し
て

や
っ
て
き
ま
し
た
。
浴
槽
の
ふ
ち
に
座
っ
た
か
と
思
え
ば
、

急
に
大
声
で
泣
き
始
め
た
の
で
す
。「
ど
う
し
た
の
？
」
と

あ
わ
て
て
聞
く
と
、「
死
ぬ
の
が
怖
い
～
！
」
と
。
初
め
て

自
分
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
か
ら
の
よ
う
で
し
た
。

　

な
ん
で
そ
の
瞬
間
だ
っ
た
の
か
、
今
で
も
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
人
間
の
成
長
過
程
に
お
け
る
一
つ
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
に
、
私
は
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。

　
「
死
ん
だ
ら
生
ま
れ
変
わ
る
の
や
ろ
？　

お
願
い
、
そ
う

言
う
て
な
！
」
と
不
安
げ
に
言
う
の
で
、

　
「
死
ん
だ
ら
何
も
わ
か
ら
へ
ん
か
ら
怖
く
は
な
い
で
。
ば

あ
ば
（
亡
く
な
っ
た
私
の
母
）
は
死
ん
で
も
幸
せ
そ
う
な

顔
し
て
た
や
ろ
。
大
事
な
の
は
そ
れ
ま
で
が
ん
ば
っ
て
生

き
て
き
た
か
ど
う
か
や
で
」
と
い
う
よ
う
な
話
を
し
た
と

思
い
ま
す
。
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
の
か
、
冒
頭

の
改
心
の
話
、
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　　

一
方
、
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
こ
の
夏
、
学
童
を
卒
業
し
て
、

自
分
で
自
分
の
日
中
の
生
活
を
規
律
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
洗
濯
物
を
干
し
た
り
、
畳
ん
だ
り
、
食

器
を
洗
っ
た
り
、
と
お
手
伝
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
回
数
が
増

え
ま
し
た
。
お
姉
さ
ん
に
な
っ
て
く
れ

て
、
う
れ
し
い
、
う
れ
し
い
！

　

も
ち
ろ
ん
、
海
や
川
、
温
泉
な
ど
で
、

家
族
の
夏
休
み
も
で
き
ま
し
た
。
親
も

子
も
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
、

九
月
か
ら
も
が
ん
ば
ろ
う
ね
！
！

　今年の夏休みは、立命館大学国際平和
ニュージアムで開催されている『京都　平
和のための戦争展』にお友達親子と一緒に
参加しました。ほぼ毎年、新婦人の仲間・
子どもたちと成長期に応じたピースフル
フェスタをやってきましたが、今年は戦争
展におでかけでした。
　子どもたちはそれぞれに話を聞いたり、
遺品の展示や絵の前で立ち止まって見入っ
ていました。ロビーでは被爆者の花垣ルミ
さんに昔遊びを教えてもらっていました。
　また 8月の終わりには、今年も『山科　
平和のための戦争展』が四ノ宮地蔵まつり
で開催されました。あいにくの雨も降りま

したが、多くの若者が立ち寄ってくれたそ
うです。友達同士で「戦争展をやってるか
ら行ってこいよ」と声をかけ合ってくれた
場面もあったようです。
　戦争を知らない世代が、戦争について知
ることのできるこうした機会を提供してい

ただくことは、大変重要な取り組みです。
本来、国も自治体ももっと積極的に発信す
べきだと思います。戦争を伝え、学び続け、
そして心に刻む。それは平和を守るための
大きな力になります。

　20年近くにおよぶ地域の要望・運動が実って、今年 3月 21 日から小
金塚地域循環バスの試験運行開始となりましたが、実は 6月、市内で運
動をしている『市民の足を守る会』のみなさんが「ぜひ小金塚のバスに乗
りたい！」ということで、私も一緒に乗車しました。
　ワゴン車を改造した11人乗りです。降車を知らせるボタンもあります。
このバスに乗ると小金塚の傾斜がいかにキツイのかがよくわかります。上
りも、下りも、山科駅からのバスと接続しており便利です。小金塚のバス
が他の地域の方を勇気づけています。本格運行を実現させましょう！

希望を広げて走る
  小金塚地域循環バス

　平和のための「戦争展」へ



…山科の農業を取り上げ質問しました！　

中小企業の役割発揮のまちづくりとは……
　8月 9日、『中小企業企業振興基本条例を
めぐる最新動向と中小企業の役割』と題して、
京都大学名誉教授・京都橘大学教授の岡田知
弘先生を講師におこなわれた中小企業家同友
会主催の学習会に参加してきました。

　京都は企業の 99,7％が中小零細企業で成
り立っているまちです。地元資本の中小企業
でお仕事が回れば、その儲けは最終的に納税
されて市政に還元されることになる。けれど

も、東京や大阪、外国資本の企業では、その
儲けは他に吸収されることになります。
　農家の地場産品も、スーパーのみならず福
祉施設や学校給食で取り入れられるなら、第
一次産業も含めた循環経済が成立し、豊かな
まちをつくる。
　先生は〈地産地消〉ではなくて〈地消地産〉、
地域で消費するものは地域でつくることをめ
ざそう、と話されました。
　今、国は地方創生という名のもとに、大企

　国は2015年に都市農業振興基本条例を制
定し、これまで市街化区域内の農地は「宅地
化すべきもの」とされてきたのを、「あるべ
きもの」とし、都市でも農地は保全すべきも
のと扱いを変える決定をおこないました。
　これに伴い市街化区域内で生産緑地として
指定されてきた農地をさらに指定期間を延長
する特定生産緑地制度が創設されています。
　農家の方が高齢化し世代継承が課題になっ
てきているなかで、京都市はさらに積極的に
都市農業振興の役割を果たさなければなりま
せん。
　私は、法律でも求められている京都市独自
の「地方計画」を策定すべきと求めました。
また特定生産緑地制度の周知を強化して農家
の方が、農地を保全しやすくなっていること

をすべての農家にしっかりとお伝えするよう
求めました。
　山科でもほとんどすべての農家が小規模農
家で、農作物の価格の安定もままならないな
か、一生懸命工夫をされ、協力して経営努力
をされています。農家の方の販路がしっかり
と保障されるよう、また地域住民が農作物の
恩恵を享受できるように、直売所や道の駅な
どの販売所の支援など、行政区の農業政策も
位置づけられるように求めました。
　京都市は来年度に向けて「農林行政基本方
針」を策定し、内容を盛り込んでいくとのこ
と。農家のみなさんの思いを受け止めて、こ
れからもしっかりと中身をチェックしていき
たいと思います。

業が地方で活躍するまちづくりを推進して
います。それでは京都のまちを壊すことに
なりはしないか。山科、京都を元気にする
ためにがんばります！

山科の農業祭で賞を取られた
野菜のデコレーション


